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科目名 
 

社会福祉援助技術論Ⅰ 

対象学科・学年 
  文学部教福2回生  
 教育教福2回生  
  
  
  

担当者 
 

畠中 義久 
 農野 寛治 

授業テーマ 
 社会福祉の実践者として必要な専門援助技術の基本的考え方を学ぶ 
授業の概要と目標 
１．基本的コミュニケーションなど円滑な人間関係形成を図るための方法について理解する。 
２．人権尊重、権利擁護、自立支援等の観点を踏まえた社会福祉サービスと援助活動の関係について理解する。 
３．福祉専門職と専門援助技術の関係について理解する。 
４．社会福祉援助活動の展開過程を重視しながら、その目的・価値・原則及び体系とその共通課題について理解する。 
５．社会福祉援助活動における専門援助技術の体系について理解する。 
評価方法 
 学年末に試験を実施する。学年末試験の成績と授業態度、レポート等を考慮して総合的に評価する。 

テキスト 
 新版社会福祉士養成講座８ 社会福祉援助技術論Ⅰ 

著者 
 福祉士養成講座 
 編集委員会 

出版社 
 中央法規出版 

参考書 
 適宜紹介する。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 １．社会福祉における援助活動の意義        社会福祉士と社会福祉援助技術、社会福祉と社会福祉援助活動 
 ２．社会福祉における援助活動の意義        社会福祉サービスと社会福祉援助活動の関係 
 ３．社会福祉における援助活動の意義        社会福祉援助活動の基本的枠組み 
 ４．社会福祉専門職と社会福祉援助活動       ソーシャルワーカーと専門援助活動 
 ５．社会福祉専門職と社会福祉援助活動       ソーシャルワーカーの専門性の構造 
 ６．社会福祉専門職と社会福祉援助活動       専門的な援助関係とコミュニケーション 
 ７．社会福祉専門職と社会福祉援助活動       ソーシャルワークの価値と倫理 
 ８．社会福祉援助技術の理論と動向         社会福祉援助技術の形成 
 ９．社会福祉援助技術の理論と動向         社会福祉援助技術の発展 
１０．社会福祉援助技術の理論と動向         社会福祉援助技術の理論の動向 
１１．社会福祉援助技術の理論と動向         専門技術をめぐる日本と海外の動向 
１２．社会福祉援助技術の体系            社会福祉援助技術の共通概念 
１３．社会福祉援助技術の体系            社会福祉援助技術の体系 
１４．社会福祉援助技術の体系            社会福祉援助技術の構成内容 
１５．社会福祉援助技術の概念と意義         個別援助技術（ケースワーク）の意義・定義 
１６．社会福祉援助技術の概念と意義         集団援助技術（グループワーク）の意義・定義 
１７．社会福祉援助技術の概念と意義         地域援助技術（コミュニティワーク）の意義・定義 
１８．社会福祉援助技術と直接・間接援助技術の関係  社会福祉援助技術の基本原理・原則 
１９．社会福祉援助技術と直接・間接援助技術の関係  社会福祉援助技術の基本原理・原則 
２０．社会福祉援助技術と直接・間接援助技術の関係  個別援助技術（ケースワーク）の構造と機能 
２１．社会福祉援助技術と直接・間接援助技術の関係  集団援助技術（グループワーク）の構造と機能 
２２．社会福祉援助技術と直接・間接援助技術の関係  集団援助技術（グループワーク）の構造と機能 
２３．社会福祉援助技術と直接・間接援助技術の関係  地域援助技術（コミュニティワーク）の構造と機能 
２４．社会福祉援助技術の展開過程          過程としての意義、援助の展開過程、包括的・統括的視野 
２５．社会福祉援助技術の共通課題          社会福祉援助技術の展開方法 
２６．社会福祉援助技術の共通課題          社会福祉援助技術展開の記録と評価 
２７．社会福祉援助技術の共通課題          社会福祉援助技術展開の記録と評価 
２８．社会福祉援助技術の共通課題          マッピング技法とケーススタディの方法 
２９．社会福祉援助技術の共通課題          マッピング技法とケーススタディの方法 
３０．社会福祉援助技術の共通課題          社会福祉援助技術への支援ツール 

 


